
～お家でも注意しましょう！～

▼これから暖かい時期になりますが、まだ肌寒い
日も続き暖房機器を使用したり、作業等で発電機
を使用する場合があると思います。使用の際はこ
まめに換気を行い、定期的な点検を実施して異常
がないことを確認しましょう。また、近年はアウ
トドアブームもあり、キャンプなどでガス製品や
ストーブなどを使用する機会も予想されます。使
用の際は十分換気を行い、一酸化炭素（ＣＯ）中
毒にならないように注意しましょう。

消防車両の通行にご協力を

▼消防車や救急車が向かう先には、到
着を待っている方がいます。車を運転
している際に、緊急走行をしている消
防車や救急車と遭遇した場合には、緊
急車両が走行できるように路肩へ寄っ
て停車するなどのご協力をよろしくお
願いします。
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令和４年４月 20 日 　～ 30 日令和４年４月 20 日 　～ 30 日
▼「春の火災予防運動」期間中の４月 20 日　 から 26 日 　ま
では、午後８時に防火サイレンを吹鳴します。

春の火災予防運動春の火災予防運動

【  誌面に対するお問い合わせ先 】

　　留萌消防組合留萌消防署・予防課予防係　　　42-2211　　　43-5150

火災から　生命を　守ろう

問 FAX

1213

◎火災防御訓練 ◎防火広報
　　４月 20 日　  10：30 ～
　　道の駅るもい　

　　４月 20 日　 ～ 30 日
　　消防車両による巡回広報

【 「春の火災予防運動」関連行事のお知らせ 】

※

【 全国統一防火標語 】

「 おうち時間　家族で点検　火の始末 」

新型コロナウイルスの感染拡大を防止するため、一部行事を変更する
場合があります。

日
所 内

日

　春になり、空気が乾燥する季節になってきました。また、この
時期は風の強い日が多くなり、家庭での火の用心はもちろん、職
場や外出先などでも火の取り扱いには十分ご注意ください。

住宅用火災警報器について

▼住宅用火災警報器が完全義務設
置となってから 10年が経過して
います。
　交換の目安は、10 年とされて
いることから、作動確認を行い、
点検音が鳴らない場合には電池切
れか、機器の故障が疑われるので
機器の交換を行いましょう。

一酸化炭素中毒による事故を防ぎましょう！

▼近年、飲食店や食品工場など業務用厨房施設においてガス機器を使用
している際に一酸化炭素（ＣＯ）による中毒事故が発生しています。
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押印が不要になりました！

▼令和４年４月１日より、各種申請
書・届出書について、申請者または届
出者の押印が不要になりました。また、
留萌市ホームページ（https://www.
e-rumoi.jp/）内の、留萌消防組合消防
本部予防課のページにて新様式の申請
書・届出書等を掲
載していますので
ご利用ください。

　火災予防運動期間中は各種行事を行います。皆さんのご理解と
ご協力よろしくお願いします。

　一酸化炭素（ＣＯ）中毒とはガス機器の不完全燃焼などにより、人体
に有害な一酸化炭素（ＣＯ）が発生することにより起こります。症状は
頭痛から始まり、吐き気やめまい、最悪の場合は死に至ることもありま
す。使用の際は以下の点に、ご注意ください。

ＣＯ

ＣＯ

ＣＯ

～飲食店や食品工場などガス機器を使用する頻度が高いところ～

【 必ず換気をする！ 】
　ガス機器の使用時は新鮮な空気が必要となります。必ず換気を行い新
鮮な空気を取り入れましょう。

【 一酸化炭素（ＣＯ）警報器の設置を！ 】
　一酸化炭素（ＣＯ）は無色・無臭のため、発生に気付かない間に中毒になることがほとんどで
す。万が一に備え、厨房や工場に「業務用換気警報器」の設置をお勧めします。

【 ガス機器や換気設備は常にきれいに！ 】
　ガス機器の吸排気口や換気設備に油汚れやホコリなどがたまると、き
ちんと換気ができなくなり、一酸化炭素（ＣＯ）発生の危険性が高まり
ます。日頃から清掃するとともに定期的に点検を行いましょう。


